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改訂履歴

次の表に、 こ の文書の改訂履歴を示し ます。

 

日付 バージ ョ ン 改訂内容

04/19/10 12.1 初版 リ リ ース  

07/23/2010 12.2 12.2 リ リ ース用にア ッ プデー ト

09/21/2010 12.3 12.3 リ リ ース用にア ッ プデー ト
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このマニュアルについて

こ のマニ ュ アルでは、 ザイ リ ン ク スの ISE (Integrated Software Environment) ソ フ ト ウ ェ ア、     

ChipScopeTM Pro ソ フ ト ウ ェ ア、エンベデッ ド  ツール (エンベデッ ド開発キ ッ ト  (EDK) およびス タ     

ン ド ア ロ ンのソ フ ト ウ ェ ア開発キ ッ ト  (SDK))、System Generator for DSP、PlanAheadTM などを含     

む ISE Design Suite 12 のイ ンス ト ール方法と そのラ イセン スについて説明し ます。 また、ザイ リ ン     

ク ス オン ラ イ ン マニ ュ アルの使用方法について も説明し ます。 

ISE Design Suite 12 のテ ク ニカル サポー ト および既知の問題について も説明し ます。 

マニュアルの内容 
こ のマニ ュ アルは次の章から構成されています。

• 第 1 章 「12.3 の新機能、 リ リ ース  ノ ー ト および既知の問題」

• 第 2 章 「OS、 アーキテ クチャ  サポー ト 、 システム要件」

• 第 3 章 「ダウ ン ロードおよびイ ン ス ト ール」

• 第 4 章 「ラ イセン スの取得および管理」

• 第 5 章 「テ ク ニカル サポー ト 、 サービ ス、 関連文書」

こ のマニ ュ アルには、 次の付録が含まれます。

• 付録 A 「サード パーテ ィ のラ イ セン ス」

その他のリ ソース

追加資料はこ ち らのザイ リ ン ク スの Web サイ ト を参照し て く ださ い。

http://japan.xilinx.com/support/documentation/index.htm

シ リ コ ンやソ フ ト ウ ェ ア、IP に関する アンサー データベース を検索し た り 、テ ク ニカル サポー ト の   

ウ ェブ ケース を開 く 場合は、 次の Web サイ ト にア ク セス し て く ださい。

http://japan.xilinx.com/support

最新バージ ョ ンの 『USB Cable Installation Guide』 は、次のザイ リ ン ク スの Web サイ ト から入手で    

き ます。

http://japan.xilinx.com/support/documentation/user_guides/ug344.pdf
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このマニュアルについて

  

  
最新バージ ョ ンの Platform Cable USB II のデータシー ト は、次のザイ リ ン ク スの Web サイ ト から     

入手でき ます。 

http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/ds593.pdf

最新バージ ョ ンの Parallel Cable IV のデータシー ト は、次のザイ リ ン ク スの Web サイ ト から入手で    

き ます。

http://japan.xilinx.com/support/documentation/data_sheets/ds097.pdf

表記規則

こ のマニ ュ アルでは、 次の表記規則を使用し ています。 各規則について、 例を挙げて説明し ます。

書体

次の規則は、 すべてのマニ ュ アルで使用されています。

表記規則 使用箇所 例

Courier フ ォ ン ト

シ ス テムが表示する メ ッ セージ、

プロ ンプ ト 、プロ グ ラ ム フ ァ イル 

を表示し ます。

speed grade: - 100

Courier フ ォ ン ト   
(太字)

構文内で入力す る コ マ ン ド を示

し ます。
ngdbuild design_name

イ タ リ ッ ク  フ ォ ン ト
ユーザーが値を入力す る 必要の

あ る構文内の変数に使用し ます。
ngdbuild design_name

二重/一重かぎかっ こ 

『 』、 「」

『 』 はマニュ アル名を、「 」 はセ ク  

シ ョ ン名を示し ます。

詳細については、 『開発シ ス テム

リ フ ァ レ ンス  ガ イ ド』の「PAR」を 

参照し て く ださい。

角かっ こ  [  ]

オ プ シ ョ ン の 入 力 ま た は パ ラ

メ ータ を示し ますが、 bus[7:0]

の よ う なバ ス 仕様では必ず使用

し ます。 また、 GUI 表記にも使用 

し ます。

ngdbuild [option_name] 

design_name

[File] → [Open] を ク リ ッ ク し 

ます。

中かっ こ  {  }
1 つ以上の項目を選択する ための 

リ ス ト を示し ます。
lowpwr ={on|off}

縦棒  |
選択す る リ ス ト の項目を分離 し

ます。
lowpwr ={on|off}

縦の省略記号 

. 

. 

.

繰 り 返 し 項目が省略 さ れてい る

こ と を示し ます。

IOB #1: Name = QOUT’  
IOB #2: Name = CLKIN’ 
. 
. 
.

横の省略記号 . . .
繰 り 返 し 項目が省略 さ れてい る

こ と を示し ます。

allow block  block_name loc1    
loc2 ... locn;
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表記規則
オン ラ イ ン マニュアル

こ のマニ ュ アルでは、 次の規則が使用されています。

表記規則 使用箇所 例

青色の文字
マニ ュ アル内の相互参照を示 し

ます。

詳細 に つ い て は、 「そ の 他 の リ

ソース」 を参照し て く ださい。

詳細については、 第 1 章 「タ イ ト   

ル フ ォーマ ッ ト 」 を参照し て く だ 

さい。

赤色の文字
ほかのマニ ュ アルへの相互参照

を示し ます。

詳 細 に つ い て は、 『Virtex-II
Platform FPGA ユーザー ガイ ド』   

の図 2-5 を参照し て く ださい。

青色の下線付き文字
Web サイ ト  (URL) へのハイパー   

リ ン ク です。

最新のス ピード  フ ァ イルは、 

http://japan.xilinx.com から入手 

でき ます。
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第 1 章  

12.3 の新機能、 リ リ ース ノ ー ト および既
知の問題

こ の章では、 ISE Design Suite 12 に含まれる重要な製品情報、 新機能の リ ス ト 、 既知の問題などに  

ついて説明し ます。 こ の章に含まれるセク シ ョ ンは、 次の とお り です。

• 「新機能」

• 「既知の問題」

新機能

こ のセ ク シ ョ ンでは、 新機能の情報入手方法について説明し ます。

Microsoft Windows のみ

新機能の情報は、japan.xilinx.com からのみ入手可能にな り ま し た。 本書およびその他のマニ ュ アル  

への リ ン クは、ISE Design Suite の情報セン タ を使用し て く ださ い。 情報セン タへは、[ス ター ト ] →     

[プロ グ ラ ム] → [Xilinx ISE Design Suite 12.3] → [マニ ュ アル] → [ISE Design Suite 情報セン タ ] を     

ク リ ッ クする と ア ク セスでき ます。

オン ラ イ ン

新機能の情報は、 次の Web サイ ト から入手でき ます。

http://japan.xilinx.com/support/documentation/sw_manuals/xilinx12_3/whatsnew.htm

System Generator for DSP は ISE Design Suite 12 に含まれます。 System Generator for DSP の詳細     

は、 次を参照し て く ださ い。

http://japan.xilinx.com/support/documentation/dt_sysgendsp_sysgen12-3_userguides.htm

PlanAhead には、 12.3 で新機能が追加されています。 PlanAhead の新機能については、 次を参照し    

て く ださ い。

http://japan.xilinx.com/support/documentation/dt_planahead_planahead12-3_releasenotes-
knownissues.htm

既知の問題

ISE Design Suite 12 の既知の問題については、 ザイ リ ン ク スのアンサー #34466 を参照し て く ださ   

い。

http://japan.xilinx.com/support/answers/34466.htm
ISE Design Suite 12 リ リース ノ ー ト japan.xilinx.com 11
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第 2 章  

OS、 アーキテ クチャ  サポー ト 、 システム
要件

こ の章では、 ISE Design Suite 12 でサポー ト される  OS およびアーキテ クチャのほか、 システム要  

件について も説明し ています。 こ の章に含まれるセク シ ョ ンは、 次の とお り です。

• 「オペレーテ ィ ング システム」

• 「アーキテ クチャ」

• 「システム要件」

オペレーテ ィ ング システム

ISE Design Suite 12 でサポー ト される  OS は、 Microsoft Windows、 Red Hat Enterprise Linux、 お   

よび SUSE Linux Enterprise です。 

Microsoft Windows
次の表は、 Microsoft Windows のサポー ト について示し ています。

表 2-1 : Microsoft Windows サポー ト  (英語版/日本語版)

製品
XP Professional Vista Business

32 ビ ッ ト 64 ビ ッ ト 32 ビ ッ ト 64 ビ ッ ト

デザイ ン入力およびイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ツール (ISE  
Design Suite 12) ○ ○ ○ ○

ISE Simulator (ISim) ○ ○ ○ ○

ISE WebPACK ○ ○ ○ ○

ChipScope Pro および ChipScope Pro Serial I/O ツールキ ッ ト ○ ○ ○ ○

エンベデッ ド開発キ ッ ト  (EDK) ○ ○ ○ ×

System Generator for DSP ○ ○ ○ ○

ModelSim Xilinx Edition-III (MXE-III) ○ ○ ○ ○
ISE Design Suite 12 リ リース ノ ー ト japan.xilinx.com 13
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Red Hat Enterprise Linux
次の表は、 Red Hat Enterprise Linux のサポー ト について示し ています。

SUSE Linux Enterprise
次の表は、 SUSE Linux Enterprise 11 のサポー ト について示し ています。

アーキテ クチャ

ISE Design Suite 12 では、 Virtex、Spartan、CPLD の 3 つのアーキテ クチャ  フ ァ ミ リ がサポー ト さ   

れます。 次の表は、 アーキテ クチャのサポー ト について示し ています。 

表 2-2 : Red Hat Enterprise Linux サポー ト

製品
4 ワークステーシ ョ ン 5 デスク ト ッ プ

32 ビ ッ ト 64 ビ ッ ト 32 ビ ッ ト 64 ビ ッ ト

デザイ ン入力およびイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ツール (ISE  
Design Suite 12) ○ ○ ○ ○

ISE Simulator (ISim) ○ ○ ○ ○

ISE WebPACK ○ ○ ○ ○

ChipScope Pro および ChipScope Pro Serial I/O ツールキ ッ ト ○ ○ ○ ○

エンベデッ ド開発キ ッ ト  (EDK) ○ ○ ○ ○

System Generator for DSP ○ ○ ○ ○

ModelSim Xilinx Edition-III (MXE-III) × × × ×

表 2-3 : SUSE Linux Enterprise 11 のサポー ト  (英語版/日本語版)

製品 32 ビ ッ ト 64 ビ ッ ト

デザイ ン入力およびイ ンプ リ メ ンテーシ ョ ン ツール (ISE  
Design Suite 12) ○ ○

ISE Simulator (ISim) ○ ○

ISE WebPACK ○ ○

ChipScope Pro および ChipScope Pro Serial I/O ツールキ ッ ト ○ ○

エンベデッ ド開発キ ッ ト  (EDK) ○ ○

System Generator for DSP ○ ○

ModelSim Xilinx Edition-III (MXE-III) × ×
14 japan.xilinx.com ISE Design Suite 12 リ リ ース ノ ー ト
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アーキテ クチャ
表 2-4 : アーキテ クチャ  サポー ト

ISE WebPACK
ISE Design Suite

(Logic Edition、 Embedded Edition、 DSP 
Edition、 System Edition)

Virtex シ リ ーズ Virtex-4

LX : XC4VLX15、 XC4VLX25

SX : XC4VSX25

FX : XC4VFX12

Virtex-5

LX : XC5VLX30、 XC5VLX50

LXT : XC5VLX20T、 XC5VLX30T、

XC5VLX50T

FXT : XC5VFX30T

Virtex-6

LXT : XC6VLX75T、 XC6VLX75TL

Virtex-4

LX : すべて

SX : すべて

FX : すべて

Virtex-5

LX : すべて

LXT : すべて

SXT : すべて

TXT : すべて

FXT : すべて

Virtex-6

LX/LXT : すべて  
(低電力デバイ ス  (L) も含む)

CXT : すべて

SXT : すべて  
(低電力デバイ ス  (L) も含む)

HXT : すべて

メ モ : エンベデッ ド開発キ ッ ト  (EDK) では    

Virtex-6 HXT はサポー ト されません。
ISE Design Suite 12 リ リース ノ ー ト japan.xilinx.com 15
UG631 (v12.3)

http://japan.xilinx.com


第 2 章 : OS、 アーキテ クチャ  サポー ト 、 システム要件
Spartan シ リ ーズ Spartan-3 : XC3S50 ～ XC3S1500

Spartan-3A : すべて

Spartan-3AN : すべて

Spartan-3A DSP : XC3SD1800A

Spartan-3E : すべて

Spartan-3L : XC3S1000L、 XC3S1500L

Spartan-6 :

LX : XC6SLX4 ～ XC6SLX75 (L)、 

LXT : XC6SLX25T、 XC6SLX45T、 
XC6SLX75L

XA* Spartan-3 : すべて

XA* Spartan-3E : すべて

XA* Spartan-3A : すべて

XA* Spartan-3A DSP : XC3SD1800A

XA* Spartan-6 : すべて

*ザイ リ ン ク ス  オー ト モーテ ィ ブ

Spartan-3 : すべて

Spartan-3A : すべて

Spartan-3AN : すべて

Spartan-3A DSP : すべて

Spartan-3E : すべて

Spartan-3L : すべて

Spartan-6 LX/LXT : すべて (低電力デバイ ス    

(L) も含む)

XA* Spartan-3 : すべて

XA* Spartan-3E : すべて

XA* Spartan-3A : すべて

XA* Spartan-3A DSP : すべて

XA* Spartan-6 : すべて

*ザイ リ ン ク ス  オー ト モーテ ィ ブ

CoolRunner XPLA3

CoolRunner-II

XA* CoolRunner-II

*ザイ リ ン ク ス  オー ト  

モーテ ィ ブ

すべて

すべて 

メ モ : エンベデッ ド開発キ ッ ト  (EDK) では    

CPLD はサポー ト されません。

XC9500 シ リ ーズ すべて (9500XV フ ァ ミ リ 以外) すべて (9500XV フ ァ ミ リ 以外)

メ モ : エンベデッ ド開発キ ッ ト  (EDK) では    

CPLD はサポー ト されません。

表 2-4 : アーキテ クチャ  サポー ト

ISE WebPACK
ISE Design Suite

(Logic Edition、 Embedded Edition、 DSP 
Edition、 System Edition)
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システム要件

こ のセ ク シ ョ ンでは、 サポー ト される  OS、 Web ブラ ウザ、 ケーブル イ ンス ト ール、 システム メ モ   

リ 要件について説明し ます。

ISE Design Suite

ケーブル イ ンス ト ール要件

ザイ リ ン ク ス  デザイ ン ツールでターゲ ッ ト  ハード ウ ェ アをプロ グ ラ ムおよびコ ンフ ィ ギュ レー   

シ ョ ンするには、 ハイ  パフ ォーマンスなケーブルであ る、 Platform Cable USB II または Parallel   
Cable IV が必要です。

Platform Cable USB II を イ ン ス ト ールする場合は、少な く と も  USB 1.1 ポー ト が必要にな り ます。   

最適なパフ ォーマン スには、USB 2.0 ポー ト で Platform Cable USB II を使用する こ と をお勧めし ま   

す。

Parallel Cable IV を イ ン ス ト ールするには、 パラ レル ポー ト  コネ ク タ と パラ レル ポー ト 通信がサ   

ポー ト される システムが必要です。

ケーブルは、Windows XP Professional、Windows Vista Business、Redhat Linux Enterprise、SUSE   
Linux Enterprise 11 の 32 ビ ッ ト および 64 ビ ッ ト  バージ ョ ンで公式にサポー ト されています。 OS   
別の注意点は、 次を参照し て く ださ い。

• Linux すべて : Linux にケーブル ド ラ イバを イ ンス ト ールするには、ルー ト  デ ィ レ ク ト リ の権   

限が必要です。 

• SUSE Linux Enterprise 11 : Platform Cable USB II が正し く 動作する ためには、 fxload ソ フ ト    

ウ ェ ア パッ ケージが必要です。 fxload パッ ケージは SUSE Linux Enterprise 11 には自動的に   

イ ン ス ト ールされないので、 そのユーザーまたはシステム管理者がイ ン ス ト ールし てお く 必要

があ り ます。 

• Linux LibUSB サポー ト  : LibUSB パッ ケージに基づ く  Platform Cable USB II の暫定的なサ   

ポー ト は、 ザイ リ ン ク スの Web サイ ト から入手でき ます。 詳細については、 アンサー #25249    
を参照し て く ださ い。 

ザイ リ ン ク ス  ケーブルに関するその他の情報は、 次のマニュ アルを参照し て く だ さい。

• USB ケーブル イ ン ス ト ール ガイ ド  (UG344)

• Platform Cable USB II  データシー ト  (DS593)

• Parallel Cable IV データシー ト  (DS097)

システム メ モ リ要件

こ のセ ク シ ョ ンでは、ISE Design Suite 12 を使用するのに必要な RAM および仮想 メ モ リ について    

説明し ます。

次の リ ン ク先の表は、 標準的なデザイ ンに必要なシステム要件を示し ています。 ただし、 実際に必

要な リ ソースはデザイ ンによ って異な り ます。 デザイ ンの複雑さや制約によ り 、 イ ンプ リ メ ン ト に 

必要な メ モ リ 容量は異なるため、 システム リ ソース を必ず確認し、 必要であれば メ モ リ を追加し て 

く ださ い。 メ モ リ 要件の詳細は、 次を参照し て く ださ い。

http://japan.xilinx.com/ise/products/memory.htm
ISE Design Suite 12 リ リース ノ ー ト japan.xilinx.com 17
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OS と使用可能な メ モ リ

Microsoft Windows および Linux OS のアーキテ クチャ場合、 ザイ リ ン ク ス プロ グ ラ ムに使用でき     

る メ モ リ の最大容量に制限があ り 、 大規模デバイ スおよび複雑なデバイ ス を作成する際に問題と な 

る こ と があ り ます。 ISE Design Suite 12 には最適化 メ モ リ が含まれてお り 、 ザイ リ ン ク ス  ソ フ ト      

ウ ェ ア用に RAM を増加でき る よ う になっています。 

Windows XP Professional 32 ビ ッ ト

ザイ リ ン ク ス  アプ リ ケーシ ョ ンでは、 Windows 32 ビ ッ ト で メ モ リ 増加機能が取 り 入れられる よ う    

になっていますが、 ユーザーの方でも よ り 大規模な メ モ リ を使用でき る よ う に Windows 設定を変   

更する必要があ り ます。 

標準の Windows では、 ザイ リ ン ク スのプロセスに使用でき る最大 メ モ リ 容量は 2GB ですが、    

Windows XP Professional の場合は、RAM を 3 GB まで増加でき る よ う になっています。 ISE には    

こ のオプシ ョ ンがビル ト イ ン されていますが、 Windows XP OS に も修正を加えない と、メ モ リ は拡    

張でき ません。拡張するには boot.ini フ ァ イルの startup ラ イ ンの終わ り に /3GB を追加する必要    

があ り ます。

ザイ リ ン ク ス  アプ リ ケーシ ョ ンで 3GB サポー ト を使用する前に、 マイ ク ロ ソ フ ト のサポー ト 技術   

情報 (http://support.microsoft.com/?kbid=328269) を参照し て く だ さい。 Windows XP サービ ス    

パッ ク  1 にア ッ プグレード し、/3GB オプシ ョ ンを使用する場合、マイ ク ロ ソ フ ト からのパッチを イ   

ン ス ト ールし ていない と マシンを再起動でき ません。 詳細は、 ザイ リ ン ク ス  アンサー #17905 を参    

照し て く ださ い。 

変更を加え る前に、 次を参照し て く ださ い。 

• 4GT RAM チューニングのアプ リ ケーシ ョ ン使用については、 マイ ク ロ ソ フ ト のサポー ト 技術  

情報 Q17193 (http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;Q171793) を参照し て   

く ださ い。

• boot.ini フ ァ イルの修正方法については、 マイ ク ロ ソ フ ト のサポー ト 技術情報 Q289022  
(http://support.microsoft.com/default.aspx?scid=kb;en-us;q289022) を参照し て く ださい。 

Linux

ISE Design Suite 12 では、Linux 32 ビ ッ ト と メ モ リ  ア ロ ケーシ ョ ンの大きい Linux 64 の両方がサ    

ポー ト されます。 Linux カーネルを変更する と、ザイ リ ン ク ス  アプ リ ケーシ ョ ンで 3GB 以上の メ モ    

リ を使用でき る よ う にな り ます。 

32 ビ ッ ト の Red Hat Enterprise Linux では、大規模 メ モ リ のカーネルを使用し て各プロセスに 4GB    
割 り 当てる こ と ができ ます。 詳細については、 Red Hat のサポー ト  サイ ト  

(http://www.redhat.com/docs/manuals/enterprise/) を参照し て く ださい。

ISE では、メ モリ  アロ ケーショ ンの大き い 64 ビッ ト の Red Hat Enterprise Linux も サポート さ れます。
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装置と ア クセス権

次の表は、 関連装置、 ア ク セス権、 ネ ッ ト ワーク接続の条件を示し ています。

表 2-5 : 装置と ア クセス権の要件 

メ モ : Exceed、 ReflectionX、 XWin32 のよ う な X サーバー / リ モー ト  デス ク ト ッ プ サーバーはサ     

ポー ト されません。

ネ ッ ト ワーク時刻の同期化

ソ フ ト ウ ェ アがイ ン ス ト ールされた コ ンピ ュータ と は別のネ ッ ト ワーク  コ ンピ ュータにユーザー 

のデザイ ン フ ァ イルを保存する場合、 どち らのコ ンピ ュータ も同時刻に設定する必要があ り ます。 

ソ フ ト ウ ェ アのフ ァ ン ク シ ョ ンを最適にするため、 時刻は定期的に合わせて く ださ い。

ChipScope Pro Analyzer

ケーブル イ ンス ト ール要件

Linux の場合、 ルー ト  デ ィ レ ク ト リ の権限がない と ケーブル ド ラ イバを イ ンス ト ールでき ません。   

USB 2.0 ポー ト 用に Platform Cable USB II を イ ンス ト ールする場合は、 Windows XP SP2 以降を   

使用する必要があ り ます。 Platform Cable USB II は、 ユーザー ハード ウ ェ アに接続されるハイ  パ   

フ ォーマン スのダウ ン ロード  ケーブルで、ChipScope Pro Analyzer ツールを使用し てデバイ スのプ   

ロ グ ラ ム、 コ ンフ ィ ギュ レーシ ョ ン、 デバッ グを実行し ます 。 

項目 必要条件

デ ィ レ ク ト リ のア ク セス権 編集するデザイ ン フ ァ イルが含まれるデ ィ レ ク ト リ すべての書き 

込み権が必要です。 

モニタ 解像度 1024x768 ピ ク セル以上の 16 ビ ッ ト  カ ラー VGA をお勧め     

し ます。 

駆動電力 ISE Design Suite には DVD-ROM (Web からのダウ ン ロード では     

な く 、 DVD を請求し て イ ン ス ト ールする場合)、 MXE には CD-   
ROM が必要です。

メ モ : ModelSim Xilinx Edition および ModelSim Xilinx Edition     
Starter は、 2010 年 12 月 10 日から  CD で配布されな く なるほか、     

ダウ ン ロード も でき な く な り ます。 ザイ リ ン ク スでは、この日付よ 

り 、両方の製品に対する ラ イセンスの生成を中止するほか、ラ イブ

ラ リ のア ッ プデー ト の提供も中止する予定です。 これによ り 、 ISE
Design Suite 12.3 が ModelSim Xilinx Edition-III をサポー ト する     

最後の ISE バージ ョ ンにな り ます。 詳細は、 製品中止通知 

XCN10028 を参照し て く ださ い。

ポー ト デバイ スのプロ グ ラ ムには、ザイ リ ン ク ス  プロ グ ラ ム ケーブル用  

にパラ レル ポー ト 、 USB ポー ト のいずれかが必要です。 ポー ト の   

仕様については、 ケーブルのマニュ アルを参照し て く だ さい。

メ モ : ケーブル ド ラ イバ ソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ールには、    

Windows XP Pro SP1 (またはそれ以降) または Windows Vista     
Business が必要です。 これらの OS を使用し ていない場合、ケーブ    

ルが正し く 動作し ない こ と があ り ます。
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システム メ モ リ要件

ChipScope Pro Analyzer には、 1024MB のシステム メ モ リ が必要です。 ChipScope Pro Core     
Inserter ツールの メ モ リ 要件は ISE と同じです。 ISE で推奨される メ モ リ 容量の詳細は、     

http://japan.xilinx.com/ise/products/memory.htm を参照し て く だ さい。 

System Generator for DSP のシステム要件

推奨ハー ド ウ ェ ア

OS と ソ フ ト ウ ェ ア要件

表 2-6 : System Generator for DSP の推奨ハー ド ウェ ア

推奨 メ モ

4.00 GB の RAM

600MB のハード  デ ィ ス ク容量 最低必要条件

ザイ リ ン ク ス  ハード ウ ェ ア協調シ ミ ュ レー 

シ ョ ン プラ ッ ト フ ォーム

ハード ウ ェ ア協調シミ ュ レーショ ン  フロ ーに必要

表 2-7 : System Generator for DSP の OS およびソ フ ト ウェ ア要件

必要条件 メ モ

Windows XP Professional SP2、32 ビ ッ ト /64    
ビ ッ ト  

または 

Windows Vista Business SP1、 32 ビ ッ ト /64    
ビ ッ ト

または

Red Hat Linux 4u7、 32 ビ ッ ト  & 64 ビ ッ ト

ザイ リ ン ク ス  ISE Design Suite 12

MathWorks MATLAB バージ ョ ン 2010a ま    

たは 2010b
MATLAB 2010a には、 Red Hat Enterprise    
Desktop 5.2, 32-ビ ッ ト /64-ビ ッ ト の OS が必要    

です。 Red Hat Enterprise Linux WS v4.7 と は互       

換性があ り ません。

MathWorks Simulink (Fixed-Point Toolbox   

含む) バージ ョ ン 2010a または 2010b
MATLAB のイ ン ス ト ール デ ィ レ ク ト リ のパス  

名には、 C:\MATLAB\R2010a のよ う に、 スペー 

ス を含まない名前を使用する必要があ り ます。

53 ビ ッ ト よ り 大きい信号には Fixed-Point 
Toolbox が必要です。
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第 3 章  

ダウンロー ド およびイ ンス ト ール

こ の章では、 ISE Design Suite 12 および ModelSim ザイ リ ン ク ス版 6.5c のダウ ン ロードおよびイ  

ン ス ト ール方法について説明し ます。 含まれるセ ク シ ョ ンは、 次の とお り です。

• 「ISE Design Suite 12 のダウ ン ロード」

• 「ISE Design Suite 12 のイ ンス ト ール (全 OS 共通)」

• 「OS 別イ ン ス ト ール手順」

• 「イ ン ス ト ール フ ロー」

• 「USB FLEXid ド ングル ド ラ イバのイ ンス ト ール」

• 「ネ ッ ト ワーク  イ ン ス ト ール」

• 「バージ ョ ン 12 のア ッ プデー ト の取得」

• 「ISE Design Suite 12 のアン イ ンス ト ール」

• 「ModelSim ザイ リ ン ク ス版 6.5c のイ ン ス ト ール (Windows のみ) - オプシ ョ ン」

ISE Design Suite 12 のダウンロー ド

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ISE Design Suite 12 のダウ ン ロード方法を説明し ます。

まず、 イ ン ターネ ッ ト  ブラ ウザを起動し、http://japan.xilinx.com/support/download/index.htm にア  

ク セス し ます。

ザイ リ ン ク ス  ダウ ン ロード  セン タのフ ァ イルはすべて Akamai ダ ウ ン ロード  マネージャ を使用し     

てダウ ン ロード されます。 ダウ ン ロード前に、 次を設定し てお く こ と をお勧めし ます。

♦ entitlenow.com からのポ ッ プア ッ プを許可する

♦ 保護されている項目も されていない項目も同じページに表示される よ う にセキ ュ リ テ ィ 設

定をする

♦ Java を イ ン ス ト ールし て Akamai マネージャ を実行でき る よ う にする

ISE ソ フ ト ウ ェ アをダ ウ ン ロードするには

1. Web サイ ト で [デザイ ン ツール] タブを ク リ ッ ク し ます。

2. ダウ ン ロードする ツールのバージ ョ ンを ク リ ッ ク し ます。

3. ダウ ン ロードする イ ン ス ト ーラの リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

メ モ : 12.x では、 ISE Design Suite のイ ン ス ト ーラーで も  、 ソ  フ ト  ウ  ェ  ア開発キ ッ  ト  やラ     

ボ ツールのみを イ ンス ト ールでき  る  よ  う  になっています。 ISE Design Suite の イ  ン ス  ト  ー     

ラ  をダ ウ  ン ロード  する場合は、 こ  れら  の個別の イ  ン ス  ト  ール プ ロ  グ ラ  ム を ダ ウ  ン     

ロー ド  する必要あ り ません。
ISE Design Suite 12 リ リース ノ ー ト japan.xilinx.com 21
UG631 (v12.3)

http://japan.xilinx.com/support/download/index.htm
http://japan.xilinx.com


第 3 章 : ダウンロー ド およびインス ト ール

    

            

         
4. ユーザー ID と パス ワード を入力し、 ザイ リ ン ク ス  アカ ウ ン ト にロ グ イ ン し ます。

メ モ : ザイ リ ン ク ス  アカ ウ ン ト をお持ちでない場合は、 アカ ウ ン ト を作成し て く だ さい。

住所を確認する画面が表示されます。

5. 住所を確認し、 [次へ] を ク リ ッ ク し ます。

6. Akamai ダウ ン ロード  マネージャがブラ ウザ内で起動され、ダウ ン ロード  プロセスが実行され   

ます。

ザイ リ ン ク ス  ダウ ン ロード  セン タのフ ァ イルのほ と んどは TAR を使用し て圧縮されてお り 、    

解凍にはサード パーテ ィ  プロバイ ダのソ フ ト ウ ェ アが必要にな り ます。 どのソ フ ト ウ ェ アを使  

用するかは、 各企業の IT 部門にお尋ね く だ さい。 TAR フ ァ イルによ く 使用される ソ フ ト ウ ェ    

アには、 7-ZIP、 GNU ビル ト イ ン ツール、 WinZIP、 WinRar などがあ り 、 それぞれのプロバイ   

ダで開発されています。ザイ リ ン ク スでは関与し てお り ません。 ザイ リ ン ク スでは、これらの提 

案される ソ フ ト ウ ェ ア ツールに関し て、市販性、特定目的と の適合性、不侵害などの点を含め、 

明示黙示を問わず一切保証も表明もいた し ません。

ISE Design Suite 12 のイ ンス ト ール (全 OS 共通)
こ のセ ク シ ョ ンでは、 すべての OS に共通する  ISE Design Suite 12 のイ ン ス ト ール方法を示し ま   

す。 各 OS でイ ンス ト ールを始める前に、 次を実行し て く だ さい。

1. ソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールする システムに適切な権限があ る こ と を確認し ます。 プロ グ ラ ム 

ケーブル デバイ ス  ド ラ イバなどのコ ンポーネン ト には、 管理者権限の必要な もの も あ り ます。

2. イ ン ス ト ールを開始する前に、 すべてのプロ グ ラ ムを終了し ます。

3. システムが必要条件を満た し ているかど う かは、第 2 章 「OS、 アーキテ クチャ  サポー ト 、 シス   

テム要件」 でご確認 く ださ い。

4. システムまたは製品オプシ ョ ンに伴 う イ ン ス ト ールの問題については、第 1 章「12.3 の新機能、   

リ リ ース  ノー ト および既知の問題」 を参照し て く だ さい。

5. デ ィ レ ク ト リ  パスにスペースが含まれる と、EDK がイ ンス ト ールされない可能性があ るので、  

ご注意 く ださ い。

メ モ : ISE Design Suite 12 の イ  ン ス  ト  ーラ  は 、 Windows で XILINX の よ  う  なグ ローバ     

ル環 境変数を設定し ません。ザイ  リ  ン ク  ス  ソ  フ ト  ウ  ェ  アの実行方法については、 「OS 別    

イ ン ス ト ール手順」 でご確認 く ださ い。 
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OS 別インス ト ール手順

こ のセ ク シ ョ ンでは、 ISE Design Suite 12 のイ ン ス ト ール方法を OS 別に説明し ます。 

Microsoft Windows 
こ のセ ク シ ョ ンでは、 Microsoft Windows でのイ ンス ト ール方法を示し ます。

イ ンス ト ールの開始方法 

イ ン ス ト ールの開始方法は、 イ ン ス ト ール プロ グ ラ ムの取得方法によ って異な り ます。 詳細は、  

「ISE Design Suite 12 のダウ ン ロード」 を参照し て く ださい。

• イ ン ス ト ール フ ァ イルをダウ ン ロード し た場合は、 そのフ ァ イルを解凍し、 含まれる  
xsetup.exe プロ グ ラ ムを実行し ます。

• ISE Design Suite の DVD を請求し た場合は、その DVD を ド ラ イブに入れます。 イ ン ス ト ール     

が自動的に始ま るはずですが、 始ま ら ない場合は、Windows Explorer から  DVD デ ィ レ ク ト リ      

の xsetup.exe を実行し ます。

環境変数の設定方法

イ ン ス ト ールが終了する と、 環境変数バッ チ フ ァ イルが作成されます。 デス ク ト ッ プやプロ グ ラ ム  

グループなどのシ ョ ー ト カ ッ ト を ク リ ッ クする と、 アプ リ ケーシ ョ ンが起動される前にこ のフ ァ イ

ルが呼び出されます。 こ の環境を設定する コマン ド  ラ イ ン プロ ンプ ト へのシ ョ ー ト カ ッ ト は自動   

的に作成されます。 こ のシ ョ ー ト カ ッ ト は、 [Xilinx ISE Design Suite 12.3] → [ア ク セサ リ ] → [ISE    
Design Suite コマン ド  プロ ンプ ト ] にあ り ます。

make または script フ ァ イルで環境変数を設定するには、 次の手順に従って く だ さい。

ス ク リ プ ト に <XILINX installation directory>\settings32.bat または 
settings64.bat を追加し ます。 イ ンス ト ールされた OS のビ ッ ト 幅に応じ て、 32 か 64 を選ん

で く ださ い。

Linux
こ のセク ショ ンでは、Linux でのイ ンス ト ールの起動およ び環境変数の設定方法について説明し ます。

イ ンス ト ールの開始方法 

イ ン ス ト ールの開始方法は、 イ ン ス ト ール プロ グ ラ ムの取得方法によ って異な り ます。 詳細は、  

「ISE Design Suite 12 のダウ ン ロード」 を参照し て く ださい。

• イ ン ス ト ール フ ァ イルをダウ ン ロード し た場合は、 そのフ ァ イルを解凍し、 含まれる  xsetup  
プロ グ ラ ムを実行し ます。

• ISE Design Suite の DVD を請求し た場合は、 その DVD を ド ラ イブに入れます。 フ ァ イル マ     

ネージャでセ ッ ト ア ッ プ フ ァ イルを ク リ ッ クするか、 DVD ド ラ イブを参照し、 ./xsetup と   

入力し ます。 

環境変数の設定方法

イ ン ス ト ールが終了する と、 環境変数フ ァ イルが作成されます。 

1. XILINX イ ン ス ト ール デ ィ レ ク ト リ に移動し ます。

2. ザイ リ ン ク ス  イ ン ス ト ール デ ィ レ ク ト リ で、 シェルによ って source settings32.(c)sh    
または source settings64.(c)sh と入力し ます。
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環境変数を手動で設定するか、 ユーザーのセ ッ ト ア ッ プ ス ク リ プ ト から設定する場合は、 上記の環 

境変数フ ァ イルの設定を コ ピーする こ と をお勧めし ます。 ザイ リ ン ク ス環境変数設定は、OS によ っ  

て異な り ます。

インス ト ール フ ロー

こ のセ ク シ ョ ンでは、 イ ン ス ト ール プロセス中に表示される主な画面について説明し ます。

メ モ : イ ン ス ト ール画面でチェ ッ ク  ボ ッ ク スのあ る テキ ス ト 部分を ク リ ッ クする と、 画面下の [説   

明] フ ィ ール ド にその詳細が表示されます。

はじめに

最初の画面が表示された ら、 [次へ] を ク リ ッ ク し ます。

X-Ref Target - Figure 3-1

X-Ref Target - Figure 3-2
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ソ フ ト ウ ェ ア ラ イセンスの承諾

最初の画面の後は、次のよ う な  2 つのソ フト ウ ェ ア  ラ イ センス の承諾を求める 画面が表示さ れま す。

1. どち らの画面でも  [ソ フ ト ウ ェ ア ラ イセン スの条項を承諾] をオンにし、[次へ] を ク リ ッ ク し ま    

す。
X-Ref Target - Figure 3-3

X-Ref Target - Figure 3-4
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イ ンス ト ールするザイ リ ン ク ス製品の選択

次の図は、 イ ン ス ト ールするザイ リ ン ク ス製品を選択する画面です。 

ISE Design Suite 12 では、 WebPACK、 さ まざまな ISE Design Suite のエデ ィ シ ョ ン、 2 つのス タ    

ン ド ア ロ ン ツールがイ ンス ト ールでき ます。

メ モ : ISE WebPACK のイ ン ス ト ーラ を実行する と、 ChipScope Pro と エンベデッ ド開発キ ッ ト     

(EDK) の両方がイ ン ス ト ールされますが、 これらのツールは別にラ イ セン ス を取得し ない と使用で  

き ません。 

イ ンス ト ール オプシ ョ ンの選択

イ ン ス ト ール プロセス中には、 複数のオプシ ョ ンのイ ン ス ト ール手順が実行可能です。 これらのオ  

プシ ョ ンは、 主な ソ フ ト ウ ェ ア イ ン ス ト ールが終了し た後、 プロセスの最後にイ ン ス ト ールされま 

す。 オプシ ョ ンの中には、 ダイ ア ロ グ ボ ッ ク スが表示され、 ユーザーが反応する までイ ン ス ト ーラ  

を停止し てし ま う ものも あ り ます。 

X-Ref Target - Figure 3-5
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次の図は、 イ ン ス ト ール オプシ ョ ンを選択する画面です。 

メ モ : WebPACK の場合、WebTalk は常にオンにな り ます。 前の画面で ISE WebPACK を選択し た    

場合は、[WebTalk を イネーブル] オプシ ョ ンは選択でき ないよ う にな り ます。 Edition 製品を イ ン ス    

ト ールし た場合は [WebTalk を イ ネーブル] をオフにする こ と ができ ますが、 デザイ ンのプロセス    

に WebPACK ラ イセンスが使用される場合は、[WebTalk を イネーブル] のプ リ フ ァ レ ン スは無視さ    

れます。 詳細については、 イ ンス ト ーラ で [WebTalk を イネーブル] を ク リ ッ ク し て、 説明をお読み    

く ださ い。

X-Ref Target - Figure 3-6
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イ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リの選択

[イ ン ス ト ール デ ィ レ ク ト リ の選択] 画面では、ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール先と プロ グ ラ ム フ ォル   

ダの リ ス ト に表示される名前を入力し ます。 指定し たイ ン ス ト ール パスの下には、 階層が 1 レベル   

追加されます。 このデ ィ レ ク ト リ 名は、 イ ンス ト ールする製品によ って異な り ます。 Edition や   

WebPACK を イ ン ス ト ールする場合、デ ィ レ ク ト リ 名は \ISE_DS に、 ラ ボ ツールを ス タ ン ド ア ロ ン   

でイ ン ス ト ールする場合は \LabTools、SDK を ス タ ン ド ア ロ ンでイ ン ス ト ールする場合は \SDK に   

な り ます。 これによ り 、 ハード  ド ラ イブに Edition ツール と ス タ ン ド ア ロ ン ツールが共存でき る よ   

う にな り ます。

メ モ : イ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ と プロ グ ラ ム フ ォルダに日本語は使用でき ません。

X-Ref Target - Figure 3-7
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USB FLEXid ド ングル ド ラ イバのインス ト ール

  

     

    

     
イ ンス ト ール オプシ ョ ンのサマ リ  
[イ ン ス ト ール オプシ ョ ンのサマ リ ] 画面では、 イ ン ス ト ールする ツール、 製品、 オプシ ョ ンのサマ  

リ が表示されます。 変更する場合は、 [戻る] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 該当画面で変更し て く だ さい。  

イ ン ス ト ールを開始する場合は、 [イ ン ス ト ール] を ク リ ッ ク し ます。

イ ン ス ト ール プロセスの最後に Xilinx License Configuration Manager がデフ ォル ト で開き ます。    

画面の指示に従って、 ラ イ セン ス  フ ァ イルを取得または指定し ます。 

メ モ : EDK には、Red Hat の Cygwin ツールが必要です。 こ のツールは、EDK を イ ン ス ト ールする    

と コ ピーされます。

USB FLEXid ド ングル ド ラ イバのインス ト ール

Windows OS 用の USB FLEX ID ド ングルを購入し た場合は、FLEXnet ラ イ セン ス を生成する前に   

最適な ド ラ イバを イ ン ス ト ールし てお く 必要があ り ます。

1. まずザイ リ ン ク ス ISE Design Suite 12.3 を イ ンス ト ールし ます。 これには、USB FLEXid ド ン   

グル ド ラ イバのイ ンス ト ーラが含まれます。

X-Ref Target - Figure 3-8
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2. <Xilinx Installation Directory>\12.2\ISE_DS\ISE\bin\nt の 

FLEXId_Dongle_Driver_Installer.exe を実行し ます。

3. [Select Options] の画面で [FLEXid 9 Drivers] のみを選択し ます。

4. [Next] を 2 回ク リ ッ クする と、 ド ラ イバがイ ン ス ト ールされます。 

イ ン ス ト ールが終了する と、 再起動するかど う かを尋ねる画面が表示されます。 ド ングルが正し く  

機能するには、 再起動をする必要があ り ます。

ネ ッ ト ワーク  イ ンス ト ール

ネ ッ ト ワーク上にソ フ ト ウ ェ アを イ ン ス ト ールする と、そのネ ッ ト ワーク  ド ラ イブのソ フ ト ウ ェ ア 

に複数のク ラ イ アン ト  マシンから ア ク セスでき ます。 ネ ッ ト ワーク上のソ フ ト ウ ェ アを使用する場  

合、 環境変数、 レジス ト リ 、 プロ グ ラ ム グループなどすべてにネ ッ ト ワーク のデ ィ レ ク ト リ が指定 

されている必要があ り ます。 こ のセ ク シ ョ ンでは、 ネ ッ ト ワーク設定の手順について説明し ます。

X-Ref Target - Figure 3-9
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UNIX ク ラ イアン ト

ソ フ ト ウ ェ アがイ ン ス ト ールされた $XILINX デ ィ レ ク ト リ の settings32.(c)sh または   

settings64.(c)sh (使用し ている  OS によ って異なる) を source コマン ド で実行し ます。 これら   

のシェルを使用する と、 ザイ リ ン ク スの環境変数、 パス、 LD_LIBRARY_PATH 変数にイ ン ス ト ー 

ル デ ィ レ ク ト リ が指定されます。

ネ ッ ト ワーク上のイ ン ス ト ール デ ィ レ ク ト リ から アプ リ ケーシ ョ ンを実行するには、 X Windows  
Display Manager を起動し、DISPLAY 環境変数を設定する必要があ り ます。 DISPLAY はモニ タの   

名前と し て定義し ます。 DISPLAY は通常 unix:0.0 です。 た と えば、 次の構文は bigben と い う ホ ス   

ト 上のソ フ ト ウ ェ アを実行し、 mynode と い う ク ラ イ アン ト  マシンのモニ タにグ ラ フ ィ ッ ク を表示  

し ます。

setenv DISPLAY mynode:0.0

xhost = bigbenPC Clients

Microsoft Windows ク ラ イアン ト

1. ISE ソ フ ト ウ ェ ア ツールを PC ネ ッ ト ワーク  サーバーにイ ン ス ト ールし ます。 この場合、 ユー   

ザーがソ フ ト ウ ェ アのイ ン ス ト ール デ ィ レ ク ト リ の場所を知っている こ と、またユーザーにそ 

のデ ィ レ ク ト リ へのア ク セス権があ る こ と を確認し て く ださ い。

2. ネ ッ ト ワーク上の <network_install_location>\common\bin\nt デ ィ レ ク ト リ にあ る  

shortcutSetup.bat フ ァ イルを実行し ます。

こ のプロ グ ラ ム フ ァ イルを実行する と、 リ モー ト  ロ ケーシ ョ ンからザイ リ ン ク ス  ツールを実   

行するのに便利なプロ グ ラ ム グループやデス ク ト ッ プ シ ョ ー ト カ ッ ト が設定されます。 

3. ローカル マシンから  ISE ツールを起動するには、[ス ター ト ] → [プロ グ ラ ム] から該当する ツー   

ルを選択するか、 デス ク ト ッ プのシ ョ ー ト カ ッ ト をダブルク リ ッ ク し ます。

割り当てたネ ッ ト ワーク  ド ラ イブへのイ ンス ト ール

ザイ リ ン ク ス  ソ フ ト ウ ェ アは、ルー ト  デ ィ レ ク ト リ の下のフ ォルダ (C: \Xilinx) にイ ン ス ト ールさ   

れる よ う に設定されています。 ネ ッ ト ワーク  ド ラ イブにイ ン ス ト ールする場合にサブデ ィ レ ク ト リ   

を定義し ない と、 こ のローカルのルー ト  デ ィ レ ク ト リ にイ ン ス ト ールされる よ う に指定されてし ま 

います。

こ の問題を回避するには、 ネ ッ ト ワーク  デ ィ レ ク ト リ の下にイ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ  \Xilinx を   

作成し ます (例 : N:\Xilinx)。

バージ ョ ン 12 のア ッ プデー ト の取得

ザイ リ ン ク スでは、四半期ベースで ISE Design Suite 12 のア ッ プデー ト  バージ ョ ンを リ リ ースする   

予定です。 ア ッ プデー ト には、 デバイ ス  サポー ト のア ッ プデー ト 、 新機能、 バグ修正などが含まれ  

ます。 これまでの リ リ ース と異な り 、ISE Design Suite 12 の四半期 リ リ ースはフル バージ ョ ンで リ    

リ ース されます。 た と えば、12.1 から  12.3 へのア ッ プデー ト はでき ません。 12.3 のイ ン ス ト ーラは   

完全な 12.3 バージ ョ ンを ターゲ ッ ト  マシンの別のデ ィ レ ク ト リ にイ ン ス ト ールし ます。 こ のセ ク   

シ ョ ンでは、XilinxNotify やダウ ン ロード  セン タから ソ フ ト ウ ェア ア ッ プデー ト を入手する方法に   

ついて説明し ます。
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XilinxNotify
XilinxNotify ツールは、 推奨される ソ フ ト ウ ェア ア ッ プデー ト の入手方法で、 次のよ う な機能があ   

り ます。 

• http://www.xilinx.com/support に リ リ ース されている最新のザイ リ ン ク ス  ソ フ ト ウ ェ ア ア ッ   

プデー ト と イ ン ス ト ールされているバージ ョ ンを比較し、 よ り 新しいバージ ョ ンが利用可能か

ど う かを通知し ます。 

[Download] ボタ ンを ク リ ッ クする と、 ブラ ウザが起動され、 ザイ リ ン ク ス  ダウ ン ロード  セン タに   

ロ グ イ ンする画面が表示されます。 ロ グ イ ン し た ら、選択し た製品のダウ ン ロード が開始されます。 

XilinxNotify は、 次のいずれかの方法で使用でき ます。

• Project Navigator の [Help] → [Check for Updates] を ク リ ッ ク  

• [ス ター ト ] → [プロ グ ラ ム] → [Xilinx ISE Design Suite 12.3] → [ア ク セサ リ ] → [ア ッ プデー     

ト のチェ ッ ク ] を順にク リ ッ ク

• Linux シェルで xilinxnotify と入力

メ モ : Project Navigator で [Edit] → [Preferences] → [XilinxNotify] を ク リ ッ ク し て表示されるペー     

ジでは、 Project Navigator の起動時にア ッ プデー ト がチェ ッ ク される頻度を設定でき ます。

ダウンロー ド  セン タ

ソ フ ト ウ ェ ア ア ッ プデー ト は、 ダウ ン ロード  セン タに定期的にア ッ プロード されます。 

http://japan.xilinx.com/support/download/index.htm

ISE Design Suite 12 のアン イ ンス ト ール

Microsoft Windows
こ のセ ク シ ョ ンでは、 Microsoft Windows で ISE Design Suite に含まれる製品をアン イ ン ス ト ール   

する方法について説明し ます。

ザイ リ ン ク ス製品をアン イ ン ス ト ールするには、まずその製品を  [ス ター ト ] メ ニ ューから選択し ま  

す。 ISE WebPACK または ISE Design Suite の Edition をアン イ ンス ト ールするには、[ス ター ト ] →   

[プロ グ ラ ム] → [Xilinx ISE Design Suite 12.3] → [ア ク セサ リ ] → [アン イ ン ス ト ール] を ク リ ッ ク   

し ます。

イ ン ス ト ールし たプロ グ ラ ムによ っては、 WinPcap 4.0 のよ う な補助アプ リ ケーシ ョ ン (DSP ツー   

ルのオプシ ョ ン コ ンポーネン ト ) も アン イ ンス ト ールする必要があ り ます。

アン イ ン ス ト ールする場合、 ザイ リ ン ク ス  イ ン ス ト ール デ ィ レ ク ト リ からプロ ジェ ク ト  フ ァ イル   

を移動し ておかない と、 削除されてし まいます。

Linux 
ザイ リ ン ク スの Design Suite 製品をアン イ ンス ト ールするには、シェルでザイ リ ン ク ス  イ ン ス ト ー   

ル デ ィ レ ク ト リ を削除し ます。
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ModelSim ザイリ ンク ス版 6.5c のインスト ール (Windows のみ) - オプショ ン

ModelSim ザイ リ ン ク ス版 (MXE) 6.5c を既にご購入済みの場合は、MXE を イ ン ス ト ール後に登録   

する と、ラ イセン ス  フ ァ イルが送付されます。 MXE に関する製品および購入情報は、最寄 り の販売   

代理店にお問い合わせになるか、 次のザイ リ ン ク ス  Web サイ ト をご覧 く ださ い。

http://japan.xilinx.com/ise/optional_prod/mxe.htm

MXE を イ ンス ト ールするには、 次の手順に従います。

1. ModelSim ザイ リ ン ク ス版の CD を挿入し ます。 

2. 開始されない場合は、 [ス ター ト ] → [フ ァ イル名を指定し て実行] を ク リ ッ ク し、 D:\setup.exe   
(DVD ド ラ イブが D:\ の場合) と入力し ます。

3. 指示に従って、 イ ン ス ト ールを開始し ます。

4. イ ン ス ト ールの最後に、 以下の メ ッ セージが表示されるので [はい] を選択し ます。

5. [Finish] を ク リ ッ ク し ます。

X-Ref Target - Figure 3-10

X-Ref Target - Figure 3-11
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6. ラ イセン ス請求フ ォームがブラ ウザに表示されます。 ザイ リ ン ク スユーザーアカウ ン ト をお持

ちの場合は、 [Continue] を ク リ ッ ク し、 サイ イ ンページから ロ グ イ ン し て く ださ い。 ザイ リ ン 

ク ス ユーザー アカ ウ ン ト を まだ作成し ていない場合は、 [Register] 　 を ク リ ッ ク し、 サイ イ ン  

ページの 　 [Create Account] ボタ ンを ク リ ッ ク し、 アカ ウ ン ト  を作成し て く ださ い。
X-Ref Target - Figure 3-12
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ModelSim ザイ リ ン クス版 6.5c のイ ンス ト ール (Windows のみ) - オプシ ョ ン
7. ロ グ イ ン後、 Xilinx Edition Starter License Request ページが表示されますので、 必要事項をご     

確認の上、 [Submit] ボ タ ンを ク リ ッ ク し ます。

8. ラ イセン ス  フ ァ イルが電子 メールでお手元に送信されます。

X-Ref Target - Figure 3-13
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9. ラ イセン ス フ ァ イルを保存し、プロ グ ラ ムグループから  [License Wizard] を起動後、[Continue]   
を ク リ ッ ク し ます。

10. [License File Location] で保存し たフ ァ イルを指定し、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

X-Ref Target - Figure 3-14

X-Ref Target - Figure 3-15
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11. [Yes] を ク リ ッ クする と、 LM_LICENSE_FILE 環境変数が自動的に設定されます。

12. 環境変数が設定された確認 メ ッ セージがでます。 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

X-Ref Target - Figure 3-16

X-Ref Target - Figure 3-17
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13. 再度 [License Wizard] を起動し、[Continue] を ク リ ッ ク し た後、[License File Location] でフ ァ     

イルの保存場所を確認し ます。 次のダ イ ア ロ グボ ッ ク スが表示され、 ラ イ セン スの設定が完了

し ます。 

送信された ラ イ セン ス フ ァ  イ  ルの内容は、既存の license.dat フ ァ  イルに切 り  取って貼 り  付    

け る  こ  と  も  でき  ます。

メ モ : MXE は、Xilinx Platform Studio ではサポー ト されないシ ミ ュ レータです。 また、 ModelSim   
Xilinx Edition および ModelSim Xilinx Edition Starter は、2010 年 12 月 10 日から  CD で配布され    

な く なるほか、ダウ ン ロード もでき な く な り ます。 ザイ リ ン ク スでは、 この日付よ り 、両方の製品に 

対する ラ イ セン スの生成を中止するほか、 ラ イ ブラ リ のア ッ プデー ト の提供も中止する予定です。

これによ り 、ISE Design Suite 12.3 が ModelSim Xilinx Edition-III をサポー ト する最後の ISE バー    

ジ ョ ンにな り ます。 詳細は、 製品中止通知 XCN10028 を参照し て く ださ い。

X-Ref Target - Figure 3-18
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互換性のあるサー ドパーテ ィ  ツール
互換性のあるサー ドパーテ ィ  ツール

サー ドパーテ ィ  ツール
Red Hat 
Linux

Red-Hat 
Linux-64

SUSE 
Linux

SUSE 
Linux-64

Windows 
XP

Windows 
XP-64

Windows 
Vista

Windows 
Vista-64

シ ミ ュ レーシ ョ ン

MTI ModelSim® Xilinx  
Edition III (6.5c) なし なし なし な し √ √ √ √

Mentor Graphics 
ModelSim SE (6.5c)

√ √ √ √ √ √ √ √

Mentor Graphics 
ModelSim PE、DE (6.5c)

なし なし なし √ √ √ √ √

Cadence Incisive® 
Enterprise Simulator 
(IES) (9.2)

√ √ √ √ な し な し なし な し

Synopsys VCS® および  

VCS MX (D2009.12)
√ √ √ √ な し な し なし な し

MathWorks MATLAB® 

(2009b、 2010a)
√ √ √ √ √ √ √ √

MathWorks Simulink® 
with Fixed-Point 
Toolbox (2009b、 2010a)

√ √ √ √ √ √ √ √

合成

Synopsys 
Synplify®/Synplify Pro 
(E-2010.09)

√ √ √ √ √ √ √ √

Mentor Graphics 
Precision® RTL/Plus 
(2010a)

√ √ √ √ √ √ √ √

等価チ ェ ッ ク

Cadence Encounter® 
Conformal® (9.1)

√ √ √ √ な し な し なし な し
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第 4 章  

ラ イセンスの取得および管理

ザイ リ ン ク スの製品ラ イ セン ス  (Product Licensing) サイ ト からは、ザイ リ ン ク ス  ソ フ ト ウ ェ アおよ  

び IP 製品のダウ ン ロード、 ラ イセン ス、評価などのオン ラ イ ン サービ ス を利用でき ます。 こ の章で  

は、 製品ラ イセン ス  サイ ト の FLEXnet ラ イ セン ス生成機能ついて説明し ています。 含まれるセク  

シ ョ ンは、 次の とお り です。

• 「製品ラ イセンス  サイ ト へのア ク セス」

• 「製品ラ イセンスのアカ ウ ン ト 」

• 「ユーザー タ イプ と ア ク シ ョ ン」

• 「ラ イセンス  フ ァ イルの生成」

• 「ラ イセンス  フ ァ イルの管理」

• 「ユーザー ア ク セスの管理」

• 「ラ イセンス  キー フ ァ イルのイ ンス ト ール」

製品ラ イセンス サイ ト へのアクセス

製品ラ イセン ス  (Product Licensing) サイ ト には、生成する ラ イ セン スの種類によ って さ まざ まな方   

法でア ク セスでき ます。

• 製品を購入し た場合は、 注文確認の電子 メ ールに含まれる リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。 こ の リ ン 

ク を ク リ ッ クする と、 購入し た製品の権利情報を含むアカ ウ ン ト に直接ア ク セスでき ます。

• ISE Design Suite 12 製品を評価する目的の場合は、http://japan.xilinx.com/ise_eval にア ク セス     

し ます。

• IP 製品を評価する場合は、 http://japan.xilinx.com/ipcenter の該当する  IP 製品ページの [IP 評     

価] リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

• 製品ラ イセン ス  サイ ト には、 http://japan.xilinx.com/getlicense から直接ア ク セスでき ます。 
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まず、ザイ リ ン ク スのサイ ト にサイ ン イ ンする必要があ り ます。既にザイ リ ン ク ス  ユーザー アカウ  

ン ト をお持ちの場合は、ユーザー ID とパス ワード を入力し て、連絡情報が正しいかど う かを確認し  

ます。 アカ ウ ン ト を まだ作成し ていない場合は、[Create Account] ボタ ンを ク リ ッ ク し、アカウ ン ト    

を作成し て く ださ い。

製品ラ イセンスのアカウン ト

ソ フ ト ウ ェ アまたは IP 製品をザイ リ ン ク スから購入する と、 ラ イセンス を購入し た こ と にな り 、そ  

の製品のア ッ プデー ト を使用する権利が 1 年間あ り ます。 ザイ リ ン ク ス  ソ フ ト ウ ェアおよび IP 製   

品を使用する ラ イ セン スは、そのラ イセン スの状況によ って異な り ます。 ラ イ セン スは、次の要件で 

決ま り ます。

• 購入し た製品

• 購入し た ラ イ セン ス数

• ラ イセン ス  タ イプ (フ ローテ ィ ングまたは ノ ード  ロ ッ ク )

• 製品有効期間 (製品ア ッ プデー ト は 1 年間入手可能)

こ のサイ ト からは、購入し た ソ フ ト ウ ェ ア ツールおよび IP の製品権利だけでな く 、無償の製品や評   

価版 製品などのラ イセンスにも ア ク セスでき ます。 フル ラ イ セン スおよび無償ラ イ セン スの場合   

は、 1 年間の有効期限があ り ます。 ソ フ ト ウ ェア ツールの評価版は 30 日、 IP の評価版は 120 日間   

の有効期限があ り ます。

ラ イセン ス を有効にする と、Web サイ ト でラ イセン ス  フ ァ イルが生成されます。 イ ン ス ト ールする   

と、ラ イセン ス  フ ァ イルによ り 、購入または評価中の ソ フ ト ウ ェ アおよび IP の使用が有効にな り ま   

す。 ラ イ セン スやラ イ セン ス  キー フ ァ イルはザイ リ ン ク ス  Web サイ ト で管理し ます。

ラ イセン ス  アカ ウ ン ト は、 ザイ リ ン ク ス  ソ フ ト ウ ェ ア購入 リ ス ト の個人に与え られ、 エン ド  ユー   

ザーまたは管理者のいずれかにな り ます。 管理者が 1 人の場合は同じ ラ イ セン ス  アカウ ン ト ですべ   

ての購入を管理でき ます。 企業の場合は、 異なる管理者によ って複数のアカ ウ ン ト を持つこ と がで

き るので、 デザイ ン チームが複数存在し、 別々のプロ ジェ ク ト を し ている場合や予算が異なる場合  

などに便利です。

メ モ : ラ イセンス  キーは、 製品権利の期限が切れていて も生成でき、 有効期限までに リ リ ース され   

ているバージ ョ ンに対し ては使用でき ます。 ただし、 ラ イ セン スの有効期限後に リ リ ース された製 

品に対し て、 こ のラ イ セン ス を使用する と エラーにな り ます。

X-Ref Target - Figure 4-1

図 4-2 : サイン イン ページ
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ISE Design Suite 12 の LogiCORE IP ラ イセンスの生成

ISE Design Suite 12 からは、 LogiCORE IP のラ イセン スはザイ リ ン ク スのラ ウ ンジ サイ ト からで

はな く 、 自動化されて、 その他のソ フ ト ウ ェ ア と同じ方法で生成でき る よ う にな り ま し た。 
LogiCORE IP の購入 リ ク エス ト がザイ リ ン ク ス  システムに入力される と、 2 時間以内に製品ダウ

ン ロードおよびラ イ セン ス  (Product Licensing) サイ ト から生成でき る よ う になっています。

IP および購入済みソ フ ト ウ ェ ア ラ イセン スはすべて、 製品ラ イセン ス  サイ ト にロ グ イ ンする と リ    

ス ト されます。 評価用ラ イセンスおよび無償 IP のラ イセン ス も同じサイ ト から入手でき ます。 すべ    

てのソ フ ト ウ ェ アおよび IP のラ イセン スが 1 度で生成でき、1 つのラ イ セン ス  フ ァ イルが メ ールで     

送信されます。 また、 IP コ アの FLEXnet ラ イセンスには、 シングルまたは ト リ プル リ ダンダン ト      

フ ローテ ィ ング サーバーなどのラ イ セン ス  オプシ ョ ンが増えたほか、 イーサネ ッ ト  MAC ア ド レ    

ス、ハード  ド ラ イブ シ リ アル番号、USB ド ングル ID などの ノ ード  ロ ッ ク  ラ イセンス  キーのホ ス     

ト  オプシ ョ ン も増えています。

ユーザー タ イプ と アクシ ョ ン

製品ラ イセン ス  サイ ト には、 カス タマ アカ ウ ン ト 管理者、 エン ド  ユーザー、 評価ユーザーの 3 つ   

のユーザー タ イプのいずれかでア ク セスでき ます。 

カス タ マ アカウン ト 管理者

各アカ ウ ン ト に、 必ず 1 人のカス タマ アカ ウ ン ト 管理者が必要です。 カス タマ アカウ ン ト 管理者   

は、 複数のアカ ウ ン ト を管理でき ます。 

カ ス タマ アカ ウ ン ト 管理者には、 次のよ う な権限があ り ます。

• ザイ リ ン ク ス  ソ フ ト ウ ェアおよび IP 製品の ノ ード  ロ ッ ク またはフ ローテ ィ ング ラ イ セン ス   

の生成

• アカ ウ ン ト からのユーザーの追加と削除

• ほかのユーザーへの管理者権限の割 り 当て

カ ス タマ アカ ウ ン ト 管理者の情報は、 製品注文の過程で送付先と し て指定され、 管理者の電子 メ ー  

ル宛に購入し た製品のダウ ン ロードおよびラ イ セン ス情報などが送付されます。 カス タマ アカウ ン  

ト 管理者が電子 メ ールの リ ン ク を ク リ ッ クする こ と で、 購入し た製品へのア ク セスができ る よ う に

な り ます。

エン ド  ユーザー

エン ド  ユーザーをアカ ウ ン ト に追加する と、ラ イセン ス  キーの管理や生成を各エンジニアやデザイ  

ン チーム メ ンバーなどが管理でき る よ う にな り ます。 エン ド  ユーザーは、 アカ ウ ン ト 内で ノ ード   

ロ ッ ク付き ラ イ セン ス  キーを生成でき るほか、評価版の入手、ソ フ ト ウ ェ アや IP 製品の無料ラ イ セ   

ン ス  キーも生成でき ます。 カス タマ アカ ウ ン ト 管理者は、 エン ド  ユーザーがフ ローテ ィ ング ラ イ   

セン ス を生成でき る よ う に、 エン ド  ユーザーのアカ ウ ン ト を設定でき ます。 ただし、 エン ド  ユー   

ザーには、 次のよ う な制限があ り ます。

• デフ ォル ト の設定のま まではフ ローテ ィ ング ラ イ セン ス  キーを生成でき ません。 この権限は、   

カ ス タマ アカ ウ ン ト 管理者が設定でき ます。

• ほかのユーザーが生成し た ラ イ セン ス  キーは表示されません。

• ほかのユーザーをサイ ト から追加または削除でき ません。
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評価ユーザー

評価ユーザーは、 ISE Design Suite 12 製品を試し てみたい方向けのアカ ウ ン ト です。 評価ユーザー     

は、 次を実行でき ます。

• ISE Design Suite 12: System Edition の 30 日間無償の評価版ラ イセン ス  キーを生成でき ます。

• 評価版および無償の IP 製品のラ イセン ス  キーを生成でき ます。

メ モ : ISE Design Suite 製品エデ ィ シ ョ ンのフル バージ ョ ンのラ イ セン ス を既に持っている場合     

は、それ以外の ISE Design Suite 製品エデ ィ シ ョ ンまたは IP を試用でき ます。 これらのラ イ セン ス     

は同じ アカ ウ ン ト で入手でき る よ う になっています。

どのタ イプのユーザーでも、 製品の電子ダウ ン ロード、 ISE Design Suite 12 の DVD の請求ができ     

ます。
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ラ イセンス フ ァ イルの生成

ラ イセン ス  フ ァ イルは、製品ラ イセンス  (Product Licensing) サイ ト の [Create New Licenses] タブ   

から生成し ます。 購入済みまたは評価する ソ フ ト ウ ェ ア ツールおよび IP 製品が表に リ ス ト されま   

す。 

製品の選択

購入済みまたは評価する製品のラ イ セン ス を、 次の手順で生成し ます。

1. [Account] ド ロ ッ プダウ ン リ ス ト から アカ ウ ン ト を選択し ます。

メ モ : 評価版または無償の製品を使用する 場合は、こ のド ロ ッ プダウ ン  リ ス ト は表示さ れません。

2. キ ッ ト と一緒に購入し た ソ フ ト ウ ェ アまたは IP 製品ラ イセン スのバウチャー コード があ る場   

合は、 それを入力し ます (オプシ ョ ン)。

X-Ref Target - Figure 4-3

図 4-4 : 新規ラ イセンスの作成
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3. 評価版または無料の IP 製品を表に追加し ます。

4. 表から製品を選択し ます。

ラ イセン スの種類は、Full (購入済み)、No Charge (無償)、Evaluation (評価) のいずれかにな り ます。     

フル ラ イセンスおよび無償ラ イセンスの場合は、 1 年間の有効期限があ り ます。 ソ フ ト ウ ェア ツー    

ルの評価版は 30 日、 IP の評価版は 120 日間の有効期限があ り ます。

フ ローテ ィ ング ラ イ セン ス と ノ ード  ロ ッ ク  ラ イ セン ス を同じ ラ イ セン ス  キー フ ァ イルに混ぜる     

こ と はでき ません。

メ モ : フ ローテ ィ ング ラ イセン スはネ ッ ト ワーク  サーバーにのみ置 く こ と ができ、アプ リ ケーシ ョ     

ンを起動する と ラ イ セン スがチェ ッ ク アウ ト されます。 同時に使用でき るユーザーの数は、 購入し 

た ラ イセン スの数によ って異な り ます。 ノ ード  ロ ッ ク  ラ イセン スの場合は、特定のマシンに 1 ラ イ     

セン スの使用が認められます。

ソ フ ト ウ ェ ア ツールの場合、 表の [Available Seats] に購入し た ラ イセンスの総数が表示されます。    

IP の場合、 ラ イセンスはサイ ト の契約に従って管理されます。

表の [Status] に 「Current」 と表示されている場合は、 その製品が保証期間内にあ る こ と を示し、  

「Expired」 と表示されている場合は、 その保証期間が終了し た こ と を示し ています。 [Available 
Seats] の数がまだあ る場合は、 「Current」 または 「Expired」 の製品のラ イ セン ス を生成でき ます。

ISE Design Suite の System Edition Evaluation は ISE Design Suite ツール セ ッ ト すべての機能にア     

ク セスでき る評価版です。 こ のラ イ セン スは自動的にアカウ ン ト に含まれます。

ソ フ ト ウ ェ アおよび IP 製品ラ イセンスの製品バウチャーは、ザイ リ ン ク ス またはパー ト ナーの開発  

ボード またはデザイ ン キ ッ ト と共に送信されます。 製品バウチャー カード を所持し ている場合は、   

カード に記述されたバウチャー コード をテキス ト  フ ィ ール ド に入力し、[Redeem Now] ボタ ンを ク    

リ ッ ク し ます。 これで、該当する ソ フ ト ウ ェ アまたは IP 製品が表に追加され、 ラ イセンス  キーが生    

成でき る よ う にな り ます。
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ページ内の [Add Evaluation and No Charge IP Cores] セ ク シ ョ ンで [Search Now] ボタ ンを ク リ ッ     

クする と、次のよ う なページが表示され、評価版および無償の IP を検索し て製品 リ ス ト に追加でき  

ます。

メ モ : IP 製品は、通常サイ ト  ラ イセン ス と し て販売されてお り 、管理者がフ ローテ ィ ング ラ イ セン     

スおよびノ ード  ロ ッ ク  ラ イ セン ス  タ イプのラ イセンス  キーを生成でき る よ う になっています。 エ    

ン ド  ユーザーの場合は、 ノード  ロ ッ ク  ラ イセンス製品しか表示されません。 カス タマ アカウ ン ト      

管理者、 またはフ ローテ ィ ング ラ イセンスの生成を管理者から許可されたエン ド  ユーザーの場合  

は、 ノ ード  ロ ッ ク と フ ローテ ィ ングの両方が表示されます。

X-Ref Target - Figure 4-5

図 4-6 : IP 製品の選択 
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ラ イセンスの生成

生成する ラ イセン ス  キー フ ァ イルの種類によ って、 [Generate Node-Locked License] または     

[Generate Floating License] ボタ ンが表示されます。 [Generate Floating License] を ク リ ッ クする     

と、 次のよ う な ラ イ セン ス生成フ ォームが表示されます。

こ のフ ォームを次のよ う に変更し ます。

1. 各製品のラ イ セン ス数を選択し ます。 

[Available Seats] の数は、システムによ り 自動的に管理されます。 シー ト 数がラ イ セン スの数に   

達し ていない場合は、 [Requested Seats] フ ィ ール ド が表示されます。 有効化された ラ イ セン ス   

数がシー ト 数に達する と、 表から その製品が削除されます。

2. システム情報を入力し ます。

ザイ リ ン ク ス  ラ イセン ス  コ ンフ ィ ギュ レーシ ョ ン マネージャ  (XLCM) 内の リ ン ク から製品     

ラ イセン ス  (Product Licensing) サイ ト にア ク セス し た場合、オプシ ョ ン メ ニ ューにシステム情    

X-Ref Target - Figure 4-7

図 4-8 : フ ローテ ィ ング ラ イセンスの生成
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報があ らかじめ入力されています。 Windows の場合、[プロ グ ラ ム] → [Xilinx ISE Design Suite     
12] → [ア ク セサ リ ] → [ザイ リ ン ク ス  ラ イセンスの管理] から  XCLM を起動でき ます。 Linux    
の場合、 シェルから  xlcm と入力し て く ださ い。

[Redundant Server] を [Yes] にし てお く と、 ラ イセン ス  マネージャ  ソ フ ト ウ ェ アのフ ァ イル     

オーバー機能がオンになるので、 3 つのサーバーの う ち 2 つが実行されている限 り 、ラ イ セン ス    

マネージャは続行し て実行されます。

システム情報が入力されていない場合は [Select a host]、 別のホス ト を追加する場合は [Add a    
host] を ク リ ッ ク し、 ホス ト を追加し ます。

ホ ス ト  ID と は、 ソ フ ト ウ ェ アまたは IP のラ イセンスが与え られたマシンを識別する値で、    

MAC ア ド レ ス、 ハード  ド ラ イブのシ リ アル番号、 ド ングル ID、 Solaris ホ ス ト  ID などを選択     

でき ます。

メ モ : ホ ス ト  ID のタ イプすべてが全 OS でサポー ト されているわけではあ り ません。 ホ ス ト      

ID を取得するには、ラ イ セン ス  ホス ト と なるマシンで XLCM を実行するのが一番簡単な方法    

です。

3. コ メ ン ト を記述し ます。

コ メ ン ト を追加する と、管理者が ソ フ ト ウ ェ アや IP のラ イ セン ス をユーザー間でどのよ う に分  

けたかなどの記録を残すこ と ができ ます。

4. [Next] を ク リ ッ ク し ます。

次のよ う な ラ イ セン ス  リ ク エス ト を確認する フ ォームが表示されます。

X-Ref Target - Figure 4-9

図 4-10 : ホス ト の追加
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5. 内容を確認し ます。 

6. 入力後、 [Next] を ク リ ッ ク し ます。

エン ド  ユーザー ラ イセンス契約 (EULA)

ISE Design Suite ソ フ ト ウ ェ ア ツール と無償 IP の EULA は、製品のイ ン ス ト ール プロセス中に許         

諾されます。 IP 製品のラ イ セン ス を取得するには、ラ イセンス  フ ァ イルを生成する前に該当する  IP    
製品の EULA を許諾する必要があ り ます。

サー ドパーテ ィ のラ イセンス

12.3 のサード パーテ ィ  ラ イセン スのコ ピーは、 

<install_directory>/common/licenses/unified_3rd_party_eulas.txt に含まれます。 

ラ イセンス生成の確認

ラ イセン ス生成プロセスが終了し た ら、 次のよ う な確認 メ ッ セージが表示されます。

X-Ref Target - Figure 4-11

図 4-12 : ラ イセンス リ ク エス ト の確認
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ラ イセン ス を生成する と、 確認 メ ールも送信されます。 こ の メ ッ セージには、 生成し た ラ イ セン ス 

フ ァ イルが添付されます。 ア ド レ ス  ブ ッ ク に xilinx.notification@entitlenow.com を信頼する送信    

者と し て追加し ておいて く ださ い。

ラ イセンス フ ァ イルの管理

製品ラ イセン スのサイ ト では、生成し た ラ イ セン ス  フ ァ イルの記録が残 り ます。 [Manage Licenses]   
タブには、 そのアカ ウ ン ト で生成し た ラ イ セン ス  フ ァ イルすべてが表示されます。

X-Ref Target - Figure 4-13

図 4-14 : ラ イセンス生成の確認
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X-Ref Target - Figure 4-15

図 4-16 : ラ イセンスの管理
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[Manage Licenses] タブからは、 必要に応じ て次を実行でき ます。

既存ラ イセンス フ ァ イルの検索と抽出

ユーザーのアカ ウ ン ト から生成し た ラ イ セン ス  フ ァ イルに関する情報は、 マス タ  ビ ューと詳細  

ビ ューに表示されます。 上部の表 (マス タ  ビ ュー ) で行を ク リ ッ クする と、 そのラ イセン ス キー     

フ ァ イルの詳細情報が下部の表 (詳細ビ ュー ) に表示されます。 詳細ビ ューの表には、次の情報が含   

まれます。

• そのフ ァ イルで有効になった製品の リ ス ト

• そのフ ァ イルに関連する コ メ ン ト

• ラ イセン ス  フ ァ イルをダウ ン ロード または メール送信する機能 

• ラ イセン ス  フ ァ イルを開いて内容を コ ピーする機能

• ラ イセン ス  フ ァ イルの削除機能

• 許諾し たエン ド  ユーザー ラ イ セン ス契約を表示する機能

ラ イセンス フ ァ イルの修正

既存のラ イセン ス  フ ァ イルを修正するには、マス タ  ビ ューでそのラ イセン ス  フ ァ イルを選択し、下   

の詳細ビ ューで [Modify License] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 次を修正でき ます。

• ラ イセン ス  サーバー ホ ス ト の変更

• 既存のラ イ セン スのシー ト 数を変更または削除 (フ ローテ ィ ング ラ イセンスのみ)

• 既存の製品ラ イ セン スシー ト 数の無効化や削除

• 別の製品のラ イ セン ス を追加

• ラ イセン ス  フ ァ イルから製品ラ イセンスの無効や削除

無効にな った製品ラ イセンスの有効化

製品ラ イセン スは、 次のいずれかが実行される と無効にな り ます。

• ラ イセン ス  サーバー ホ ス ト の変更

• 既存の製品ラ イ セン スシー ト 数の無効化や削除

• ラ イセン ス  フ ァ イルから製品ラ イセンスの無効や削除

無効にされたシー ト または製品ラ イ セン スは [Create Licenses] タブで有効にする と、再び発行でき   

る よ う にな り ます。

ラ イセン ス を再発行する前に、まず破棄証書文を許諾し ます。 こ の法的契約は、無効になった製品ラ 

イセン スが使用されていないこ と を確認するために必要です。

再発行の数は、 ユーザーご と に記録されます。 製品ラ イセン スは メ ジャー リ リ ース ご と に管理者は  

5 回、 エン ド  ユーザーは 3 回再発行でき ます。
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ユーザー アクセスの管理

各ユーザーのアカ ウ ン ト の権限は、 変更可能です。 アカウ ン ト へのユーザーの追加や削除は、 

[Manage Users] タブから実行し ます。

X-Ref Target - Figure 4-17

図 4-18 : ユーザーの管理
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ユーザーの追加

アカ ウ ン ト にユーザーを追加するには

1. 新しいユーザーの会社の電子 メ ール ア ド レ ス を入力し ます。 

2. 管理者権限を与える 場合は、 [Add as a full administrator] チェ ッ ク  ボッ ク ス をオンにし ま す。 フ     

ロ ーティ ング  ラ イ センス を生成する 権限を与え、管理者権限を与えない場合は、[Allow Floating  
Licenses] チェ ッ ク  ボッ ク ス をオンにし ま す。

メ モ : 入力する電子 メ ール ア ド レ スは、そのユーザーがザイ リ ン ク ス  アカ ウ ン ト を作成し た と きに    

使用し たア ド レ ス と同じであ る必要があ り ます。 別のア ド レ ス を使用する と、 ロ グ イ ン し た と きに 

そのユーザーが正し く 認識されない可能性があ り ます。

ユーザーが既に製品ラ イ セン ス  サイ ト にア ク セス し た こ と のあ る場合、名前が自動的にユーザー リ   

ス ト に表示されます。 こ のサイ ト にア ク セス し た こ と がない場合は、 名前の と こ ろに [Not Yet   
Registered] と表示されます。 ユーザーがサイ ン イ ンをする と、 名前が表示されます。

管理者権限のないエン ド  ユーザー ([Add as full administrator] と  [Allow Floating Licenses] チェ ッ     

ク  ボ ッ ク スの両方をオフにし た場合) は、 次の機能が使用でき ます。

• ノ ード  ロ ッ ク  ラ イ セン ス  キーのみ生成可能

• 自分自身で生成し た ラ イ セン ス  フ ァ イルのみ表示および修正可能

• ユーザー管理は不可

[Allow Floating Licenses] のみをオンにし た場合は、フ ローテ ィ ング ラ イセン ス  キーの生成はでき     

ますが、 その他の制限はそのま まです。 管理者権限にはフ ローテ ィ ング ラ イ セン ス を生成する権限  

が既に 含まれる ため、 両方のチェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオンにする こ と はでき ません。

ユーザーの削除

管理者権限またはフ ローテ ィ ング ラ イセンス生成権限は、該当するユーザーの [Adminstrator] また   

は [Floating] チェ ッ ク  ボ ッ ク ス をオフにする と、 無効にでき ます。

ユーザーをアカ ウ ン ト から削除するには、 該当するユーザーのゴ ミ 箱ア イ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

ラ イセンス キー フ ァ イルのイ ンス ト ール 

ノ ー ド  ロ ッ ク  ラ イセンスのイ ンス ト ール

ラ イセン ス  フ ァ イルを生成する と、 xilinx.notification@entitlenow.com から メ ールが届き ます。

1. こ の メ ールに添付された ラ イ セン ス  フ ァ イルを ローカルの一時デ ィ レ ク ト リ に保存し ます。 

2. Xilinx License Configuration Manager を実行し ます。 

♦ Windows の場合 : [ス ター ト ] → [プロ グ ラ ム] → [Xilinx ISE Design Suite 12.3] → [ア ク セ   

サ リ ] → [ザイ リ ン ク ス ラ イセンスの管理] を ク リ ッ ク

♦ Linux の場合 : シェルから  xlcm と入力

3. [Manage Xilinx Licenses] タブを ク リ ッ ク し ます。 

4. ページ上部の [Copy License] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 

5. 保存し たラ イ センス  ファ イ ル (Xilinx.lic) を参照ボタ ンで選択し 、[開く ] をク リ ッ ク し ま す。

これで、 ラ イ セン ス  フ ァ イルが C:\.Xilinx (Windows) または <Home>/.Xilinx にコ ピー   

され、 ザイ リ ン ク ス  ツールから自動的に認識される よ う にな り ます。
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6. [Copy License] ボタ ンを使用する と、 [Manage Xilinx Licenses] タブの表がラ イセンス フ ァ イ     

ルからの情報に従ってア ッ プデー ト されます。 

7. Xilinx License Configuration Manager を [Close] で終了し ます。

サーバーへのフ ローテ ィ ング ラ イセンスのイ ンス ト ール

既存の FLEXnet ラ イセン ス  サーバーの場合は、 xilinx.notification@entitlenow.com から送信され    

た ラ イセン ス フ ァ イルの内容を FLEXnet サーバーの既存のラ イセンス  フ ァ イルにコ ピーし ます。

メ モ : フロ ーティ ング  ラ イ センス  サーバーを再起動し て、ザイ リ ンク ス  ラ イ センス を有効にし ます。

新規ラ イセンス サーバーの場合 
1. 次のサイ ト からサーバーの OS に最適なザイ リ ン ク ス  FLEXnet ラ イセン ス  ユーテ ィ リ テ ィ を     

ダウ ン ロード し ます。

http://japan.xilinx.com/download/index.htm

メ モ : FLEXnet ラ イセン ス ユーテ ィ リ テ ィ にア ク セスでき るのは、 製品ラ イ セン ス  サイ ト の    

カ ス タ マ アカ ウ ン ト 管理者のみです。 ご自身がカ ス タ マ アカ ウ ン ト 管理者であ るかど う かを   

確認する方法は、 「ユーザー タ イプ と ア ク シ ョ ン」 を参照し て く ださ い。

2. これらのユーテ ィ リ テ ィ をデ ィ レ ク ト リ で解凍し ます。 こ のデ ィ レ ク ト リ は、 アプ リ ケーシ ョ  

ンの検索パスに置 く こ と をお勧めし ます。 

3. FLEXnet ユーテ ィ リ テ ィ を イ ン ス ト ールし た ら、次のコマン ド を実行し て、フ ローテ ィ ング ラ  

イセン ス  サーバーを起動し ます。

♦ Linux の場合 

- <Server Tool directory>/bin/lin/lmgrd -c <path_to_license>/Xilinx.lic -l 
<path_to_license>/log1.log 

- <Server Tool directory> bin/lin64/lmgrd -c <path_to_license>/Xilinx.lic -l 
<path_to_license>/log1.log

♦ Windows の場合 

- < Server Tool directory>\bin\nt\lmgrd -c <path_to_license>\Xilinx.lic -l 
<path_to_license>\log1.log 

- < Server Tool directory>\bin\nt64\lmgrd -c <path_to_license>\Xilinx.lic -l 
<path_to_license>\log1.log
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ク ラ イアン ト  マシンからのフ ローテ ィ ング ラ イセンスの指定

1. Xilinx License Configuration Manager (XLCM) を実行し ます。 

2. [Acquire a License] の画面で [Manage Xilinx Licenses] タブを ク リ ッ ク し ます。 

3. port@server の形式でラ イセンス  サーバーへのネ ッ ト ワーク  パス を 

XILINXD_LICENSE_FILE フ ィ ール ド に入力し、 その隣の [Set] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。  
デフ ォル ト のザイ リ ン ク ス  ポー ト 番号は 2100 です。 

メ モ : Linux の場合、ラ イセン ス環境変数は Xilinx License Configuration Manager (XLCM) を使用     

し て設定でき ません。 環境変数フ ィ ール ド は、読み出し専用なので、選択でき ないよ う に淡色表示さ 

れ [Set] ボタ ン も表示されません。 環境変数は、該当する シェルおよびコマン ド を使用し て設定する   

必要があ り ます。
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テ クニカル サポー ト 、 サービス、 関連文書

こ の章では、 テ ク ニカル サポー ト 、 サービ ス、 関連文書について、 次のセク シ ョ ンに分けて説明し 

ます。

• 「テ ク ニカル サポー ト 」

• 「 ト レーニング サービ ス」

• 「マニュ アル」

テ クニカル サポー ト  
技術的な質問については、 ザイ リ ン ク ス  サポー ト  サイ ト を参照し て く ださ い。

http://japan.xilinx.com/support/

こ のサイ ト では、アンサー データベース を検索し た り 、次のセルフ サポー ト 機能を使用する こ と が  

でき ます。 

• 資料ページ : http://japan.xilinx.com/support/documentation/index.htm

• ダウ ン ロード  セン タ  : http://japan.xilinx.com/support/download/index.htm

• アンサー ブラ ウザ : http://japan.xilinx.com/support/answers/index.htm

• ザイ リ ン ク ス  ユーザー コ ミ ュニテ ィ  フ ォーラ ム : http://forums.xilinx.com/

• デザイ ン リ ソース  - ビデオ デモ : http://japan.xilinx.com/design

オン ラ イ ン リ ソース を使用し て も問題が解決し ない場合は、 ザイ リ ン ク ス  テ ク ニカル サポー ト ま   

で直接ご連絡 く ださ い。

http://japan.xilinx.com/support/techsup/tappinfo.htm

ト レーニング サービス

ザイ リ ン ク スでは、プロ グ ラ マブル ロ ジ ッ ク  デザイ ンのエキ スパー ト やザイ リ ン ク ス承認のイ ン ス  

ト ラ ク タによ る高品質な ト レーニング サービ ス を提供し ています。 ト レーニングには、 オンサイ ト   

およびオン ラ イ ンのイ ン ス ト ラ ク タによ る もの と、 ご自身のペースで学ぶこ と のでき る録画済みの

ビデオなどがあ り ます。

次のサイ ト からは、 ト レーニング コース、無料のオンデマン ド  ト レーニング、 ラ イブのオン ラ イ ン  

ト レーニング、 イベン ト などの詳細情報が入手でき ます。

http://japan.xilinx.com/support/education-home.htm
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第 5 章 : テ ク ニカル サポー ト 、 サービス、 関連文書

   

   

   

  

  

  
マニュアル

ザイ リ ン ク スでは、 ISE Design Suite を使用するのに役立つ技術文書を提供し ています。

オン ラ イ ン ヘルプ

グ ラ フ ィ ッ ク  ユーザー イ ン ターフ ェ イ スのあ る  ISE Design Suite ツールのほ と んどのツールから、   

状況に応じ たオン ラ イ ン ヘルプを利用でき ます。 オン ラ イ ン ヘルプは、Project Navigator で [Help]   
→ [Help Topics] を ク リ ッ ク し て も表示でき ます。 

ソ フ ト ウ ェ ア マニュアル

ISE Design Suite の詳細な ソ フ ト ウ ェ ア マニュ アルおよびコマン ド  ラ イ ン機能は、ソ フ ト ウ ェ ア イ   

ン ス ト ールに含まれます。 ソ フ ト ウ ェアを イ ン ス ト ール後、 Project Navigator で [Help] →   

[Software Manuals] を ク リ ッ クする と、 ソ フ ト ウ ェア マニ ュ アルのコ レ ク シ ョ ンが表示されます。

メ モ : ソ フ ト ウ ェ ア マニュ アルを表示するには、 Adobe Acrobat Reader が必要です。

Xilinx Platform Studio (XPS) では、文書のナビゲーシ ョ ン ページがデフ ォル ト の開始画面になって   

います。 こ の文書のタブからすべてのエンベデッ ド開発キ ッ ト  (EDK) に関するマニ ュ アルを表示   

する こ と ができ ます。 XPS を起動せずにマニ ュ アルを開 く 場合は、 $XILINX_EDK/doc/japanese  
デ ィ レ ク ト リ の edk_documentation_locator.htm フ ァ イルを参照し て く だ さい。

Web サイ ト から ソ フ ト ウ ェ ア マニ ュ アルを参照するには、 次の手順に従って く ださ い。

1. 資料ページ (http://japan.xilinx.com/support/documentation/index.htm) にア ク セス し ます。

2. [デザイ ン ツール] タブを ク リ ッ ク し ます。

3. ISE Design Suite のよ う なデザイ ン ツールのカテゴ リ を ク リ ッ クするか、 「すべてのデザイ ン    

ツール資料」 を ク リ ッ ク し ます。

4. ISE Design Suite に含まれる ツールのマニュ アルは、「ISE Design Suite ソ フ ト ウ ェア マニ ュ ア     

ルおよびヘルプ - PDF コ レ ク シ ョ ン」 からデザイ ン フ ロー別に参照する こ と もでき ます。

ユーザー チュー ト リ アル

チュー ト リ アルは、 次のサイ ト から表示でき ます。

http://japan.xilinx.com/support/techsup/tutorials/index.htm

ソ フ ト ウ ェ ア メ ッ セージ

ISE Design Suite で表示されるエラー メ ッ セージ、 警告 メ ッ セージ、 情報 メ ッ セージの日本語訳は    

次の Web サイ ト から入手可能です。

http://japan.xilinx.com/japan/support/jmessages/index.htm

Project Navigator の場合、コ ン ソール ウ ィ ン ド ウに表示されるエラーまたは警告 メ ッ セージを右ク   

リ ッ ク し、[Go to Translated Message] を ク リ ッ クする と、該当する メ ッ セージの翻訳ページが開き    

ます。

PlanAhead の場合、[Compilation Messages] ビ ューでエラーまたは警告 メ ッ セージを右ク リ ッ ク し、   

[Search for Japanese Translation] を ク リ ッ クする と、該当する メ ッ セージの翻訳ページが開き ます。
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付録 A 

サー ドパーテ ィ のラ イセンス

ザイ リ ン ク スは、ISE Design Suite で次のサード パーテ ィ  ベンダの ソ フ ト ウ ェア ラ イ セン ス を使用  

する許諾を受けています。 各ラ イ セン スは、該当する ソ フ ト ウ ェ アのみに適用される もので、その他 

に適用される ものではあ り ません。 サード パーテ ィ の所有する ラ イ セン スは英文のま ま記載し てい 

ます。 

サード パーテ ィ  ラ イセンスの詳細は、 『Xilinx Third-Party Licenses Guide』 を参照し て く ださい。
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